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発
達
障
が
い
や
不
登
校
、
い
じ
め

や
経
済
的
格
差
な
ど
、
子
ど
も
た

ち
を
取
り
巻
く
環
境
が
変
化
す
る
中
、
子
ど

も
自
身
の
育
ち
へ
の
支
援
が
必
要
と
な
っ
て

い
ま
す
。
旧
庁
舎
に
つ
い
て
は
、
総
合
的
な

子
育
て
支
援
の
一
元
化
し
た
拠
点
に
な
る
と

の
こ
と
で
す
が
、
子
ど
も
の
最
善
の
利
益
を

保
障
し
て
い
く
た
め
に
は
、
庁
内
の
連
携
が

不
可
欠
で
す
。
今
ま
で
教
育
委
員
会
と
子
ど

も
家
庭
部
と
の
連
携
に
は

間
が
あ
り
ま
し

た
が
、
今
後
、
ど
の
よ
う
に
連
携
を
行
っ
て

い
く
の
か
、
具
体
的
な
役
割
を
伺
い
ま
す
。

来
年
度
以
降
、
特
に
特
別
支
援
教

育
に
特
化
し
た
新
し
い
課
を
作
る

予
定
で
検
討
し
て
い
ま
す
。
今
後
そ
の
新
し

い
課
が
中
心
と
な
っ
て
、
関
係
す
る
課
と
さ

ま
ざ
ま
な
連
携
を
と
り
、
保
護
者
の
方
、
子

ど
も
た
ち
を
全
面
的
に
支
援
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
旧
庁
舎
の
中
に
は
子
ど

も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
も
入
る
の
で
、
子
ど

も
家
庭
部
と
新
し
い
特
別
支
援
教
育
課
、
福

祉
保
健
部
の
健
康
推
進
課
が
全
面
的
に
連
携

を
と
っ
て
い
く
よ
う
な
仕
組
み
を
現
在
作
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

答 問

全庁的に連携した子育て支援を
新しい課の設置を検討

稲橋　ゆみ子（立川・生活者ネットワーク）

市
は
学
校
給
食
用
材
料
調
達
事
務

要
網
に
つ
い
て
、
放
射
性
物
質
汚

染
食
材
は
使
わ
な
い
等
の
改
正
を
し
ま
し
た

が
、
さ
ら
に
市
独
自
の
厳
し
い
基
準
を
設
け

る
べ
き
で
す
。
ま
た
、
食
べ
る
前
に
食
材
の

検
査
を
行
う
に
は
、
放
射
性
物
質
検
査
機
器

が
必
要
で
す
。
安
価
で
高
性
能
な
も
の
も
出

て
お
り
、
緊
急
雇
用
対
応
の
補
助
金
等
を
使

え
ば
費
用
対
効
果
か
ら
み
て
も
非
常
に
効
果

が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
保
護
者
か
ら
の
声
も

あ
り
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
の
た
め
に
早
急

に
導
入
す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、
見
解
を
。

要
網
改
正
に
よ
り
、
疑
わ
れ
る
も

の
は
使
用
し
な
い
と
い
う
方
針
で

い
き
ま
す
が
、
食
品
の
放
射
性
物
質
の
規
制

値
に
つ
い
て
は
国
が
定
め
て
い
る
の
で
、
市

独
自
の
基
準
を
設
け
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

食
材
の
検
査
に
つ
い
て
は
、
口
に
入
る
前
に

検
査
を
す
る
の
が
基
本
と
考
え
て
い
ま
す
。

食
品
は
生
産
が
あ
り
流
通
が
あ
っ
て
口
に
入

り
ま
す
。
出
荷
段
階
で
ど
の
よ
う
な
制
限
を

か
け
る
か
は
国
が
行
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の

連
携
の
中
で
食
品
の
あ
り
方
を
模
索
す
る
こ

と
が
正
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

答 問

食品の放射性物質検査機器の導入を
国との連携のなかで模索する

五十嵐　けん（市民の党）

分
権
時
代
に
お
い
て
議
会
改
革
を

進
め
て
い
く
に
は
、
二
元
代
表
制

の
機
能
強
化
に
加
え
「
住
民
と
と
も
に
考
え

行
動
す
る
」
ア
ク
テ
ィ
ブ
機
能
が
必
要
だ
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
市
の
見
解
を
伺
い

ま
す
。
ま
た
、
議
会
へ
の
住
民
参
加
を
進
め

る
上
で
、
住
民
と
の
交
流
が
前
提
と
な
る
議

会
活
動
に
必
要
な
経
費
を
早
急
に
整
備
し
な

け
れ
ば
、
二
元
代
表
制
に
お
け
る
住
民
参
加

が
執
行
部
だ
け
に
偏
っ
て
し
ま
う
と
危
惧
さ

れ
ま
す
。
市
側
の
具
体
的
な
協
力
体
制
と
あ

わ
せ
見
解
を
伺
い
ま
す
。

分
権
型
社
会
の
実
現
が
叫
ば
れ
る

中
、
二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う

議
会
の
役
割
に
は
一
層
の
期
待
が
寄
せ
ら
れ

て
お
り
、
議
会
改
革
は
そ
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
有
効
な
手
法
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

殊
に
協
働
を
推
進
す
る
本
市
と
し
て
は
、
ア

ク
テ
ィ
ブ
型
議
会
に
は
注
目
す
べ
き
と
考
え

て
い
ま
す
。
市
側
の
協
力
に
つ
い
て
は
、
議

会
改
革
の
議
論
の
窓
口
と
し
て
副
市
長
を
充

て
る
つ
も
り
で
す
。
住
民
参
加
を
進
め
る
た

め
の
経
費
に
つ
い
て
は
、
必
要
な
ら
ば
適
正

に
予
算
措
置
し
て
い
き
ま
す
。

答 問

「議会改革」に対する市長の見解を
分権型社会実現に有効な手法
清水　孝治（たちかわ自民党）

今
後
の
財
政
運
営
は
大
変
難
し
い

時
期
に
あ
る
と
い
え
ま
す
。
市
で

は
目
白
押
し
の
開
発
、
改
修
建
設
計
画
が
あ

り
、
国
と
都
の
補
助
金
が
あ
っ
て
も
、
多
大

な
財
源
が
必
要
と
な
る
こ
と
は
必
至
で
あ
り

ま
す
。
現
在
あ
る
基
金
で
は
足
り
な
く
な
り

ま
す
が
、
財
政
的
に
は
、
ど
の
よ
う
な
施
策

と
見
通
し
を
持
ち
、
多
額
の
財
源
確
保
を
図

る
の
か
伺
い
ま
す
。
ま
た
、
市
の
借
入
金
を

極
力
少
な
く
す
る
た
め
、
日
頃
よ
り
行
財
政

改
革
を
推
進
し
、
財
源
の
確
保
を
心
が
け
て

い
た
だ
き
た
い
。

市
と
し
て
も
市
財
政
は
厳
し
い
状

況
が
続
く
も
の
と
認
識
し
て
い
ま

す
。
市
で
は
、
第
３
次
基
本
計
画
に
掲
げ
る

事
業
を
着
実
に
進
め
て
い
き
ま
す
が
、
引
き

続
き
行
財
政
改
革
を
推
進
す
る
な
ど
、
持
続

可
能
な
経
営
基
盤
の
確
立
を
目
指
し
ま
す
。

大
規
模
施
設
整
備
関
連
事
業
等
の
財
源
と
し

て
は
、
国
・
都
の
補
助
金
や
基
金
、
地
方
債

の
活
用
を
予
定
し
て
お
り
、
今
後
は
地
方
債

残
高
等
の
増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
が
、
プ
ラ

イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
均
衡
に
配
慮
し
な
が

ら
、
健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
ま
す
。

答 問

財政的な施策と見通しについて
引き続き行財政改革を推進する
佐藤　寿宏（たちかわ自民党）

い
わ
き
市
を
訪
れ
た
際
に
、
避
難

で
き
な
い
子
ど
も
を
一
時
的
に
で

も
放
射
能
濃
度
の
低
い
地
域
で
生
活
さ
せ
た

い
と
い
う
保
護
者
の
方
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

健
康
被
害
を
受
け
た
子
は
、
た
と
え
短
期
間

で
も
避
難
し
、
安
全
な
食
べ
物
を
食
べ
、
野

外
で
遊
ぶ
こ
と
に
よ
り
元
気
に
な
る
と
聞
き

ま
す
。
市
と
市
民
、
商
業
者
の
方
た
ち
等
と

連
携
し
、
放
射
能
濃
度
の
高
い
地
域
に
住
む

子
ど
も
た
ち
を
一
定
期
間
生
活
さ
せ
、
元
気

に
な
っ
て
帰
っ
て
も
ら
う
と
い
っ
た
取
り
組

み
が
で
き
な
い
か
と
考
え
ま
す
が
、
見
解
を
。

放
射
能
被
害
に
よ
る
子
ど
も
た
ち

の
支
援
に
つ
い
て
は
、
い
わ
き
市

と
は
い
わ
き
平
競
輪
を
通
じ
て
交
流
が
あ
り
、

東
日
本
大
震
災
の
際
に
救
援
物
資
を
送
っ
た

と
い
う
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の

一
時
避
難
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
段
階
で
は

い
わ
き
市
か
ら
の
要
請
は
来
て
お
り
ま
せ
ん

が
、
要
請
が
あ
れ
ば
検
討
す
る
余
地
が
あ
る

と
考
え
ま
す
。
支
援
の
要
請
や
民
間
団
体
と

の
支
援
体
制
が
整
っ
た
段
階
で
、
改
め
て
具

体
的
な
方
法
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

答 問

放射能被害を受けた子どもの支援を
要請があれば検討したい
大沢　豊（みどり立川）

子育て支援の拠点に（旧庁舎）

☆
第
１
回
臨
時
会

〜
会
期
１
日
間
〜

11
月
29
日 

本
会
議

☆
第
４
回
定
例
会

〜
会
期
19
日
間
〜

12
月
２
日
〜
８
日 

　
　
　
　
　

本
会
議

12
月
９
日 

総
務
委
員
会

12
月
12
日 

厚
生
産
業
委
員
会

12
月
13
日 

環
境
建
設
委
員
会

12
月
14
日 

文
教
委
員
会

12
月
15
日 

立
川
ま
ち
づ
く
り

 

　
　

  

特
別
委
員
会

12
月
19
日 

議
会
運
営
委
員
会

12
月
20
日 

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　
　

本
会
議

　これまで「議会改革プロジェクトチーム」により、議会改革の
検討を進めてきましたが、本定例会において「議会改革につい
て」を特定事件とする「議会改革特別委員会」が設置されました。
今後は特別委員会により、議会改革をさらに進めます。なお、議
会改革プロジェクトチームの会議概要は議会ホームページ上でご
覧になれます。

　前回発行の「たちかわ市議会だより第281号」において次のとおり誤りがありましたの
で、お詫びして訂正いたします。

５面「平成22年度一般会計歳入・歳出決算状況」の数値
　国庫支出金
　（誤）11,908,671千円　17.2％ 　（正）11,955,794千円　17.3％
　都支出金
　（誤） 7,398,368千円　10.7％ 　（正） 7,351,245千円　10.6％
なお、歳入総額に変更はありません。

６面「木原議員」の一般質問記事 「問」2行目
　（誤）侵入　　　　　　　　　　（正）進入

委員長　　堀　　憲一　　　　　委員　伊藤　大輔

副委員長　清水　孝治　　　　　委員　高口　靖彦

委員　　　稲橋ゆみ子　　　　　委員　古屋　直彦

委員　　　小川あきこ　　　　　委員　浅川　修一

「議会改革特別委員会」を設置

　市議会では、視覚障害者のためにＣＤ（デイジー規格）及びカセットテ
ープ版「声の議会報」を作成し、希望者に郵送しています。ご希望の方、
また周りに希望する方がいらっしゃいましたら、議会事務局までご連絡く
ださい。

お詫びと訂正

第282号
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文教委員会文教委員会文教委員会 平成23年11月14日から11月16日平成23年11月14日から11月16日平成23年11月14日から11月16日環境建設委員会環境建設委員会環境建設委員会 平成23年11月15日から11月17日平成23年11月15日から11月17日平成23年11月15日から11月17日

総務委員会総務委員会総務委員会

環境建設委員会環境建設委員会環境建設委員会

厚生産業委員会厚生産業委員会厚生産業委員会

文教委員会文教委員会文教委員会

○帯広市　環境モデル都市　おびひろについて
　　昭和40年代からごみの減量や環境教育の実践等を行っている

○富良野市　地域新エネルギービジョンについて
　　新エネルギーの将来像を示し、計画的、総合的に導入することを
目的

○札幌市　ペットボトルシート化施設及びペットボトルフレー
ク化施設について

　　ペットボトルのフレーク化から
　シートの製品化まで一貫して行う

回収されたペットボトル（札幌市）

○川西市　子どもの人権オンブズパーソン制度について
　　日本で最初に条例により設置された、子どもの人権擁護・救済の
ための公的第三者機関

○福井県　全国学力テスト高順位の取り組みについて
　　福井県独自の学校教育支援を行い、学力向上教育システムを確立

○富山市　図書館併設小学校見学
　　小学校に図書館を併設し、学校図書館と
　市立図書館を一体的に運営

○南魚沼市　教育課程特例校（小学校に
　　　　　　「国際科」設置）見学
　　市内全小学校を対象に国際科の授業を
　行う 国際科の授業風景（南魚沼市）

〔議案等の審査〕
◆「災害時の緊急食糧として家畜を活用する仕組みの構築に関
する陳情」を継続審査とする

◆「第32回オリンピック競技大会及び第16回パラリンピック競
技大会の東京招致に関する陳情」を採択すべきものと決定
〔主な報告事項〕
◆国体の準備状況について
　　国体啓発用の「ゆりーと」ポロシャツとワイシャツの販売
枚数は合計435枚。購入価格の10％、8万9,400円を東日本大震
災で被災されて本市に避難してきた方々への義援金とした。
◆立川市業務継続計画＜地震編＞について
　　議会、市民からの意見を反映して確定。災害が発生しても
住民の生活等に大きな支障が生じないよう、優先すべき業務
の遂行と継続を図りたい。

〔議案等の審査〕
◆「立川市斎場指定管理者の指定について」を可決すべきも
　のと決定
◆「立川市幸児童館指定管理者の指定について」「立川市高松
児童館指定管理者の指定について」を可決すべきものと決定
◆「立川市総合福祉センター条例の一部を改正する条例」を可
決すべきものと決定
◆「立川市児童館条例の一部を改正する条例」を可決すべきも
のと決定
◆「立川市柏地域福祉サービスセンター指定管理者の指定につ
いて」「立川市羽衣地域福祉サービスセンター指定管理者の
指定について」「立川市上砂地域福祉サービスセンター指定
管理者の指定について」を可決すべきものと決定
◆「立川市総合福祉センター指定管理者の指定について」を可
決すべきものと決定
◆「公的施設への市民交流喫茶室設置および増設に関する請
願」を継続審査とする
◆「障害者総合福祉法の制定を求める意見書提出に関する請願
書」を採択すべきものと決定
◆「都民のための食肉処理場を整備するまで八王子食肉処理場
を存続させることに関する陳情」を継続審査とする
◆「障害者自立支援施設建設反対に関する陳情」を不採択すべ
きものと決定
◆「『こころの健康を守り推進する基本法』の法制化を求める
意見書採択に関する陳情」を採択すべきものと決定
〔主な報告事項〕
◆アニメを活用した観光プロモーション事業について

〔議案等の審査〕
◆「立川市滝ノ上会館指定管理者の指定について」「立川市
こんぴら橋会館指定管理者の指定について」「立川市高松
会館指定管理者の指定について」「立川市若葉会館指定管
理者の指定について」「立川市こぶし会館指定管理者の指
定について」「立川市羽衣中央会館指定管理者の指定につ
いて」「立川市天王橋会館指定管理者の指定について」
「立川市柴崎会館指定管理者の指定について」「立川市さ
かえ会館指定管理者の指定について」「立川市西砂会館指
定管理者の指定について」「立川市上砂会館指定管理者の
指定について」を可決すべきものと決定
〔主な報告事項〕
◆立川市立第一小学校建替えに係る仮設校舎建設について
　　平成24年2月から仮設校舎の建設を行い、夏休み期間中に
引っ越しを行う。
◆給食用食材の放射性物質検査の継続実施について
　　平成24年3月まで検査を実施。食材単品ばかりでなく給食
まるごとの検査も実施する。

〔議案等の審査〕
◆「立川市景観条例」を可決すべきものと決定
◆「容積不適格建築物　早期建て替えに関する請願」を採択す
べきものと決定
◆「市民のための放射能測定システム設置に関する陳情」を採
択すべきものと決定
〔特定事件〕
◆清掃工場移転について
〔主な報告事項〕
◆第９次立川市交通安全計画答申(案)について
　　パブリックコメントを実施し、年度内に策定。
◆市内の空間放射線量測定等について
　　現時点では健康に影響を与える数値は出ていない。今後は
砂場や側溝などの局所的な場所を測定していく。

〔特定事件〕
◆旧庁舎周辺地域まちづくりについて
◆立川駅北口西地区再開発及び立川駅西側新自由通路について
◆都市軸沿道地域まちづくりについて
◆新庁舎周辺地域まちづくりについて
◆武蔵砂川駅・西武立川駅周辺地区まちづくりについて
◆立川基地跡地昭島地区まちづくりについて

立川まちづくり特別委員会立川まちづくり特別委員会
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採択されました

件　　　　　名 要　　　　旨
　住宅密集地で安全確保も不確実な土地に建設さ
れようとしている障害者自立支援施設の建設反対
について、近隣住民の生活を尊重した福祉行政の
検討を要望するもの

障害者自立支援施設建設反対に関
する陳情

不採択になりました

件　　　　　名 要　　　　旨

　都民が安心して家畜を搬入できる食肉処理場
（と畜場）を整備することなどの意見書を関係機
関に提出することを求めるもの

都民のための食肉処理場を整備す
るまで八王子食肉処理場を存続さ
せることに関する陳情

　都民の健康を守るため、家畜を緊急時の食糧と
して活用する仕組みを構築するプランを早期に実
現できるよう、関係機関へ意見書を提出すること
を求めるもの

災害時の緊急食糧として家畜を活
用する仕組みの構築に関する陳情

　いろいろな人たちが交流でき、働くことができ
る市民交流喫茶室の公的施設への設置・増設を推
進することを求めるもの

公的施設への市民交流喫茶室設置
および増設に関する請願

継続審査になりました

請願
陳情

　12月定例会には新たに請願３件と陳情３件が提出されまし
た。前回からの継続審査となっていた陳情３件とあわせて、９
件を慎重に審議しました。
　その結果、５件を採択、１件を不採択、３件を継続審査とし
ました。
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（要　旨）（要　旨）（要　旨）

陳情はこうなりました

　平成23年第3回定例会(9月議会)において採択され、市長あて送
付した陳情について、12月20日に市長から議長あてに「陳情の処理
の経過並びに結果について」報告がありました。

　保護者から寄せられる給食食材への不安の声を受け、給食の安全の
確保と安心のために、今年８月から給食食材に対して放射性物質検査
を実施し、食品衛生法の暫定基準値を目安に安全性の判断をしており
ます。
　国は、現在、暫定基準値の見直しを行っておりますが、暫定ではない
基準値、とりわけ子どもに配慮した基準値を早期に設定するよう厚生
労働大臣に要望書を提出いたしました。

○陳情第11号　暫定基準値の見直し及び子ども基準値の設置に関す
　　　　　　　る陳情

平成24年第１回市議会定例会会議日程表（予定）平成24年第１回市議会定例会会議日程表（予定）平成24年第１回市議会定例会会議日程表（予定）

２月
23(木)
28(火)
29(水)

３月
 １(木)
２(金)
５(月)
６(火)
７(水)
８(木)
９(金)
12(月)

13(火)

14(水)

15(木)
16(金)
21(水)
22(木)

月　日 会　議　名 摘　　　要

本 会 議

本 会 議
予算特別委員会

予算特別委員会

予算特別委員会
予算特別委員会
予算特別委員会
総 務 委 員 会
厚生産業委員会
環境建設委員会
文 教 委 員 会
立川まちづくり
特 別 委 員 会
議 会 改 革
特 別 委 員 会
本 会 議
本 会 議
議会運営委員会
本 会 議

会期の決定、請願･陳情の付託
議案審議、予算提案説明
代表質問、予算特別委員会設置付託
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

一般質問
一般質問
  
議案審議、委員会審査意見報告

★開始時間は各日午前 10時からの予定です。
※本会議・委員会は傍聴できますので、お気軽にお越しください。
　傍聴受付けは会議開始 15分前より行います。
※本定例会で審議する請願・陳情の締め切りは 2月 20日 ( 月 ) 午後 5時です。

お問い合わせ　議会事務局　☎523-2111 内線 3326、3327

　1月13日に図書館等複合施設で
ある志木市立志木小学校と、立川
市立第一小学校の設計事業者が設
計した千葉市立美浜打瀬小学校を
視察しました。

議員派遣議員派遣議員派遣 ◆小学校を視察しました◆

議会は議会閉会中
も調査・研究活動
を行っています。

件　　　　　名 要　　　　旨
　「障害者総合福祉法の骨格に関する総合福祉部
会の提言～新法の制定を目指して～」を尊重した
障害者総合福祉法を制定することなどの意見書を
関係機関に提出することを求めるもの

障害者総合福祉法の制定を求める
意見書提出に関する請願書

　老朽化が進み、指定容積率を上回っている既存
建築物が速やかに建て替えられるよう、現在延べ
床を回復できるような、制度的対応を図ることな
どを求めるもの

容積不適格建築物　早期建て替え
に関する請願

　長期継続して食品に含まれる放射能を測定する
ことのできる仕組みを作ることを求めるもの

市民のための放射能測定システム
設置に関する陳情

　2020年に開催される第32回オリンピック競技大
会及び第16回パラリンピック競技大会の東京招致
を強く求めるよう関係機関へ意見書を提出するこ
とを求めるもの

第32回オリンピック競技大会及び
第16回パラリンピック競技大会の
東京招致に関する陳情

　精神疾患は10年前の1.5倍に増加しており「ここ
ろの健康を守り推進する基本法」の法制化を求め
るよう関係機関へ意見書を提出することを求める
もの

「こころの健康を守り推進する基
本法」の法制化を求める意見書採
択に関する陳情
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